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城陽の緑と文化財を守る会 

                          水度神社  撮影 中束さん  

  明けましておめでとうございます。    2026・令和 8年  

多難な事態が起こっていますが、昨年も会員のみなさんや地域の方々に支えられて、多くの活

動を行うことができました。 

１月の寺田李移植、３月には花が咲き、９月には歯痛地蔵が市指定文化財に指定されました。

また、一昨年の偶然の出会いから始まった近江・守山の水度天満宮との交流も水度神社・水田宮

司の講演、１１月の水度天満宮訪問など、お互いの理解を深めているところです。 

 今年は歯痛地蔵さんのふるさと竜山石の産地、播磨への巡検をはじめ現地見学や各地の行事に

出来るだけ参加し、私たちの会の活動が少しでも地域の歴史を伝える力となればとの思いで取り

組んでいきたいと思います。よろしくお願いいたします。    

                            城陽の緑と文化財を守る会 

                             会長  杉浦 喜代一 

役員一同  

新年挨拶 ／久津川車塚古墳調査見学  12月15日 ／久津川車塚古墳シンポジウム第二弾／

山の神／水主神社注連縄の張替え ／トウキのにっ帰 ／会の活動・短信 ／寄贈図書の紹介 

／訂正とお詫び ／あけましての午年 ／天理山３号墳現説 ／ １月２６日は文化財防火デ

ィー／歴民・冬の企画展 ／歴彩館 京都昭和懐古・資料紹介 ／歯痛地蔵・竜山石見学会 他 


